
『南方熊楠、動物を語る。』 松居竜五／岩波書店
『ストーリーランド』 石川智健／徳間書店
『海町、古書店ものがたり』 浅倉卓弥／ハーパーコリンズ・ジャパン
『慶応四年、江戸炎上』 神尾水無子／集英社　　など

きてみて！

馬の移動図書館、自動販売機型図書館、
電話ボックス図書館…。日本を含む世
界各地のユニークな 50 の図書館を取り
上げ、それぞれの目的、地域住民との
関わり、常駐している図書館員の体験
談を、美しい写真とともに紹介する。

『世界の隠れた図書館』
D.C.ヘルムート／創元社

『てんてんぐもがやってくる！』 中川貴雄／フレーベル館
『もしもの日本史』 加来耕三／ポプラ社
『その本、発禁処分トスル』 村上しいこ／さ・え・ら書房
『ふでばこじいさん』 もとしたいづみ／光村図書出版　　など

公園で大好きなカレーの話をしていたわ
んぱくだん。「ぼくたち、「カレーわんぱくだ
ん」だー!」と言ったとたん、ふしぎな煙に
包まれ、気づけば、カレー王国にいて…。
わんぱくだんシリーズ第29 弾。

『わんぱくだんのカレーおうこく』
末崎茂樹／ひさかたチャイルド

高橋うらら／岩崎書店

老犬ホーム・ペットホテルの「ゆるやか」は、
年をとった犬たちが、くらして介護を受け
られる施設。看板犬うーちゃんは18 歳! 
介護や看取りを通して、犬たちの幸せな
老後を考える。

『いのちをつなぐ老犬ホーム』

新
着
図
書
の
ご
案
内

一
般
書

児
童
書

土の中の糸状菌を活用する「菌ちゃん
農法」で作られた野菜は、農薬・肥料
不使用なのに虫を寄せ付けない。そん
な菌ちゃん農法の土づくり・野菜づく
りのコツを、豊富な写真とイラストで徹
底的に紹介する。内容をアップデート。

『図解でよくわかる菌ちゃん農法』
吉田俊道／家の光協会

図書館
L I B R A R Y

［対象：0歳～小学２年生］

［対象：小学３～６年生］

＊その他新着図書は、図書館ホームページの「新着資料検索」からご覧いただけます。
＊おはなし会（こども向け）は11月14日㊏です！
＊27日㊎は通常開館となります。

えき蔵図書館公式X
（＠ekikuratoshokan）

湯
浅
宗
永
は
「
藤
原
」姓
を
使

っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、そ
の
系

譜
に
繋
が
る
も
の
と
推
察
で
き

る
が
、湯
浅
在
住
よ
り
「
湯
浅
」

の
地
名
を
姓
と
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。し
か
し
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。

そ
し
て
湯
浅
宗
氷
の
子
と
い
わ

れ
る
湯
浅
宗
重
は
事
実
上
、湯
浅

氏
の
開
祖
で
あ
り
、同
家
に
盛
運

を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

宗
重
在
位
の
頃
は
、あ
た
か
も

源
平
争
覇
の
只
中
で
も
あ
っ
た
。

即
ち
、平
治
元
年
（
一
一
五
九
）

平
治
の
乱
が
起
る
。こ
の
一
乱
は
、

平
清
盛
が
熊
野
詣
の
た
め
紀
州

に
下
向
し
た
留
守
を
見
越
し
て
、

京
都
で
藤
原
信
頼
・
源
義
朝
が
挙

兵
。そ
の
際
、宗
重
は
清
盛
を
励

ま
し
、田
辺
の
熊
野
別
当
湛
増
よ

り
兵
二
十
駒
を
用
立
て
て
も
ら

い
、宗
重
自
身
は
兵
三
十
騎
の
手

勢
を
率
い
て
、清
盛
の
護
衛
に
あ

た
り
、京
へ
と
登
っ
た
。そ
の
清

盛
方
の
迅
速
な
処
置
に
よ
っ
て
勝

利
を
得
た
の
で
あ
る
。翌
永
暦
元

年
に
は
、比
叡
山
の
僧
兵
が
坂
本

（
滋
賀
県
大
津
市
）に
立
籠
り
合

戦
に
な
ろ
う
と
し
た
時
、清
盛
は

平
定
の
院
宣
を
蒙
り
、こ
れ
の
鎮

圧
の
大
将
に
宗
重
を
任
命
し
、畿

内
近
国
の
武
士
三
千
騎
を
率
い

て
戦
わ
せ
た
。

こ
う
し
て
宗
重
は
中
央
の
政
争

の
表
舞
台
に
登
場
す
る
ま
で
に

な
る
。

ま
た
紀
伊
に
あ
っ
て
も
、平
家

の
重
要
な
御
家
人
と
し
て
名
が

挙
が
り
、湯
浅
も
名め
い
ゆ
う邑
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、こ
の
平
氏
も
清
盛
没

後
の
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）屋

島
の
戦
に
敗
れ
、滅
び
の
一
途
を

辿
る
。こ
の
時
平
家
の
一
門
、重
盛

の
子
息
丹
後
侍
従
忠
房
が
湯
浅

氏
を
頼
っ
て
逃
亡
し
て
く
る
。宗

重
は
こ
れ
に
五
百
騎
を
つ
け
防
戦

す
る
が
、文
覚
（
宗
重
の
子
の
上

覚
の
師
・
明
恵
の
師
で
も
あ
る
）

の
仲
介
に
よ
り
鉾
を
納
め
る
。

湯
浅
氏
と
湯
浅
町

　   

　   

第
三
回
　
　
第
二
章
　
湯
浅
氏
の
全
盛
期

全
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
▼

利 用 案 内
■開館時間：9時〜21時
■休 館 日：20日㊎
■お問合せ：湯浅町立図書館 ℡62–2280

17 令和８年11月


